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“デイホスピタル”の提言

私どもが老人保健施設（以下、老健施設）をつ
くったのは、平成３年である。当時は、医療法上
の入院病床に、老健施設の定床の半分がカウント
されたため、地元医師会の推薦を要した。私ども
の計画は、平成元年には動き出していたのである
が、当初の予定地近隣の医療機関の反対で、計画
は予定どおりに進まず、開設は大幅に遅れた。そ
れでも長野県全体では10番目、中信地区（長野
県は北信、東信、南信、中信の４圏域に行政的、

文化的に分かれている）では最初の開設であった。
反対の理由を忖度すれば、老健施設に対する認識
不足から病院と勘違いして、患者をとられると
いった思いを抱いたことだったのではないか。ま
た、当時の医師会役員のなかに強烈に反対した者
がいたともいわれていた。
とにもかくにも現在地に「安曇野メディア」を
開設したのだが、「豊科病院」併設ということで、
介護の責任者は、病院から異動させた。看護師に
ついては、ほとんど外部から集まった。ただし、
彼女らは一年のうちに全員退職した。老健が介護
中心の施設であることをよく認識していなかった

ことが最大の理由であったと思われる。認識不
足のまま新しい事業ということで飛びつき、思
いどおり行かず挫折したということか。２年目
以降は順調で、職員も定着した。

ところで、老健施設は中間施設として制度化さ
れた新しい概念の施設である。病院を退院して家
庭に戻る中間、あるいは特別養護老人ホーム（以
下、特養）へ入所する中間、のいわれである。
従って私どもの施設の名称も「・・メディア」と
した。安曇野は地名である。“メディア”は、マス
メディアという言葉で知られている「媒体」とい
う意味と、「中間」という意味を示す言葉である。
メディウムの複数形である。いずれの意味も私ど
もの意に叶っている。マスメディアはマスコミと
もいうように、コミュニケーションの手段・場で
ある。
施設職員はもとより、施設外の人々すなわちオ

フィシャル（役所、等）かノンオフィシャル（家族、
親族、友人、ボランティア、等）かを問わず、支援
者とのコミュニケーションの場であること、および
中間的な通過施設であることの両方の意味である。
老健施設は通過施設であるとの国の見解から、

当初は入所期間は３か月以内とされていた。継
続する場合には、アセスメントが必要であった。
当施設は、開設以来平均2.3か月程度を維持して
いたが、数年後、県の立ち入りの際、県下の老健
施設の平均は１年を上回っているといわれ怒り
を覚えたことがある。最近の平均入所期間は9.6
〜 13.1か月である。昨今は、老健施設には在宅
復帰支援機能が求められており、本来の姿に戻り
つつあるのかとも思う。それには入所期間は短い
ほうが良い。家庭からの１年の不在は、完全に
居場所をなくしてしまい、復帰は厳しくなる。

さて、いま求められている老健施設の機能は何

であろう。在宅復帰支援？維持期のリハビリテー
ション（以下、リハビリ）？療養生活の場？通過
施設？、等あろうが、もう一つ提案したい機能が
ある。デイケア機能を拡張するものである。
これは、認知症者のデイケアの時間を長くして

12時間のプログラムとし、“デイホスピタル”と
称するものである。現在提案しているのは、病院
精神科での治療を想定しているが、朝８時（ま
たは７時）に家族が認知症者を病院に送って来
て、夜８時（または７時）に迎えに来る。その
間、午前中は心身両面からの専門的治療を受け、
午後は入浴・休養・リラクゼーション・娯楽等を
受け、３食とも病院で摂る。
この治療法のよい点は、利用者側にとって、

①家族の介護負担が軽減される（レスパイト）、
②日中家族が仕事等に従事できる、③リハビリを
含む専門的治療を受けることができる（身体・精
神的に十分な専門的治療が受けられる）、④家族
との絆が保たれる、⑤住み慣れた住まいで就眠で
きる、⑥入院に比べ費用がかからない、等があり、
病院にとって、⑦夜間の人員配置が要らない（昼
間に傾斜配置できる）、⑧病床削減につながる、
⑨空床があれば病床利用率は上がる、等がある。
職員配置（定員16名とした場合）は、医師：１
名（専任）、看護師：2.5名（専従）、OT・PT・
ST：各必要数（専任）、精神保健福祉士・心理技
術者：各必要数（専任）、健康運動指導士・マッ
サージ師等：各必要数、その他・介護者：必要数、
等でどうだろうか。
この“デイホスピタル”を老健施設や精神科診

療所でも行えるようにすれば、どの地域でも身近
な医療機関で認知症の専門的治療を受けることが
できる。“デイホスピタル”での日中の適切な治療
により夜間せん妄も起こらなくなり、家族のBPSD
対応も容易になることが期待される。なんといっ
ても同居の家族が最低限の責任を果たすことがで
き、遠くの小姑から文句をいわれなくて済む。
特養等で行われているデイサービスには、すで

に12時間対応があり、新しいメニューの実現性
は高いと考える。
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介護老人保健施設に
おける看取り

〜命のリレーとしての看取りを行う〜

現在の日本は、超高齢・多死社会になっている。
内閣府の平成24年度の調査で、病院・診療所で
の死亡が約８割を占めているものの、死を迎え
る場所の選択肢として、在宅や介護施設等が徐々
に増加している状況である。
全老健学術委員会作成の「介護老人保健施設に

おける看取りのガイドライン」が平成24年３月
に作成された。このガイドラインの看取りの基本
精神として、「終末期にあるご利用者に対し、利

用者本人の意思と権利を最大限尊重し、本人の尊
厳を保つとともに、安らかな死を迎えるための終
末期にふさわしい最善の医療・看護・介護・リハ
ビリテーション等を行う。」としている。この基
本精神に従い、今後私どもは、より積極的に看取
りに取り組むようにしなくてはならないだろう。
ちょうど時を同じくして、全老健が、平成23
年度老人保健推進費等国庫補助事業として、平成
24年３月に「介護老人保健施設がもつ多機能の
一環としての看取りのあり方に関する調査研究事
業報告書」を発表した。そのなかの第一節で「施
設長または施設管理者用調査」によるターミナル

ケアの実施体制について、アンケートを行ってい
る。回答数949施設のなかで、ターミナルケアは
老健施設の役割であると答えた施設が414施設で
43.6％に留まっている。
私のいる愛媛県でも看取りに対する取り組みは

十分ではないが、近年、徐々に増加している。
平成26年２月15日、愛媛県老人保健施設協議

会主催の看護師長研修会があり、看取りに対する
アンケートを行った。回答をいただいた31施設
のなかで21施設がターミナルケア加算に基づく
看取りをされており、そのなかの９施設から過
去２年間の実施状況の回答を得た。昨年度は48
例で今年度は２月現在で53例の看取りが行われ、
私が管理者である病院併設型60床と独立型84床
の２施設でも、昨年度11例、今年度15例と増加
している。また、看取ったご利用者の死因につい
て答えていただいたが、老衰、アルツハイマー病、
認知症が過半数を超えており、また看取ったご利
用者合計101例のなかで、100歳以上の方が15名
あり、90歳以上を合わせると過半数を超えてい
る。
このように死因や死亡年齢からみても、ターミ

ナルのご利用者に、ご家族、施設側も自然な死
（平穏な死）を考え、看取りを実施されているよ
うに思われる。即ち、過度の医療を控え、点滴等
で浮腫や胸水がみられるご利用者のターミナルで
は、点滴も最小限にし、むくみや胸水をとり、眠
るような終末をご家族となじみになった職員が一
緒になり看取る。

今回のアンケートから、このようなご利用者や
ご家族に喜んでいただける理想的な看取りの姿が
目に浮かぶのである。しかし、一方で看取りに対
して、施設側のマンパワーの問題があることも確
かである。
ガイドラインでは、施設管理医師が、ご本人・

ご家族に対して、看護職員・介護職員・支援相談
員・リハビリ専門職員等、多職種の専門員の同席

のもと、終末期ケアの内容について説明し、同意
を得ることが重要であるとしている。そして看取
りの体制として、施設管理医師は主として終末期
医療を担当し、さらに、休日・夜間のオンコール
体制や、協力医療機関等との連携といった医療体
制、あるいは365日24時間の看護職員配置等の
看護体制等について、ご本人・ご家族に説明し、
当施設管理者の直轄の「終末期ケア委員会」を設
置すべきであると述べている。施設が看取りを行
うにあたり高いハードルであることは事実である
が、我々がそれを乗り越えるためには、施設にお
けるターミナルケアの重要性を職員に意識づける
ことが必要である。
即ちご利用者やご家族に喜んでいただけるよう

な看取りが、施設の職員のモチベーションを高め
ることを考える必要がある。

ターミナルを迎えたご利用者の多くは超高齢で
あり、長期間施設を利用されていて、なじみの関
係が深い。また施設の行事を通して職員は、ご家
族とも十分親しくなっている。そして、ご利用者
の孫や曾孫等の小さい子どもさんと、施設の夏祭
りなどで金魚すくいをしたり、輪投げを楽しんだ
り、一緒にかき氷を食べたりする光景は、どこの
施設でもよくみられる。
ご利用者がターミナルを迎え、楽しい時間を

過ごした場所で、まさに命の灯が消えようとする
ご利用者の命のリレーをする。子どもさんたち、
ご家族、なじみになった施設の職員が一緒に命の
大切さを感じ、命を引き継ぐ場に施設の職員がご
家族とともに立ち会うことは人間として立派な行
為であり、意義深いことであると思う。
そのことを職員一人ひとりに自覚してもらうこ

とが、老健施設で看取りを行う点で一番大切なこ
とであろう。老健施設のもつ多機能の一環として
の看取り機能を充実させることは、老健施設の将
来にとって、非常に重要であり、ほかの介護施設
ではなし得ない貴重な役割であると考える。
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